
行方市

地域交流型サロン（ふれあいサロン）助成金

サロン・ハナミズキ

◦以前は、地元の老人クラブも積極的に活動していた
地域でしたが、現在は、その老人クラブも解散し、
高齢者等の集う場が無くなってしまっています。

◦代表者は地元を離れ仕事をしていましたが、定年を
機に、自分の生まれ育った地域の高齢者を元気にし
たいという思いから設立しました。今後は、世代を
超えた交流を図れる場となるサロンを目指していき
たいです。
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開催日及び開催頻度

週２回（月・水曜日）
13：00～17：00

開 催 拠 点 高﨑医院玉造町分室

代 表 者 氏 名 髙﨑　和夫

１回の参加人数 ８名

参 加 費
（１人１回あたり）

300円

広 報 方 法 ◦電話連絡
◦誕生会は第３月曜日

13

庭でいつものサロン

サロンに取り組む動機・サロンの将来像

開催地域の様子
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◦地元行政区長
◦行方市社会福祉協議会

◦参加者の参加費
◦行方市社会福祉協議会の助成金
◦金銭ではないが、参加者からの食材の提供がありま
す。

◦地元の行政区長は、地域の方への声掛けを行ってく
れ、参加者であり運営の補助もしてくれています。
隣接する地区には、芸術家の方が多く居住する地域
があり、そこで知り合ったご夫妻は、参加者として
参加してくださったり、個展等に招待していただい
たりと、お世話になっています。

◦開催場所が古民家であり、一部改装を行い、参加者
の方がゆっくりと家庭的な雰囲気で過ごしてもらえ
るところです。

◦３月から、ハナミズキとしてのサロン活動はしてい
ないのですが、個人的に、野菜を持って来て下さっ
た方や、パートの仕事の帰りに寄って下さった方、
犬の散歩の途中の方とは、一緒にお茶を飲んだりし
ています。

◦ 11月から、実践事例集に掲載する写真の了解を得
るため、電話連絡をしたところ、暖かい日に、庭で
マスク着用でお茶会をしたいという声が多く、11
月８日（日）、（気温が）23 度の予報でしたので、
実施することにしました。13時 30分～ 15時 30
分迄、10 名の参加者と、区長さんも来て下さり、
９カ月ぶりの再会を喜んでいただき、楽しいひとと
きとなりました。

◦クリスマス会では、御夫婦で参加された方が多く、
交流の輪が広がり、楽しんでいただけた事です。

◦さまざまな職業の方の話や、人生観等参考になる事
が多いです。

◦幅広い年代や異業種の方々との出逢いが、人生に豊
かな彩りを添えてくれると思います。
（人との出逢いや縁が、人生の中で、大きな意味を
持つと思っています。）一番右が区長さん

サロンのウリ連携先・協働先

運営費の確保方法サロン運営上の協力者

◆助成金の活用によりパワーアップした活動

◆サロン活動で使える豆知識　　　　　　　

◆サロン活動の醍醐味　　　　　　　　　　

など、これからサロン活動を
予定している方へのメッセージ

コロナ禍でのサロン活動について
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